
書
　
　
評

林
屋
辰
三
郎
著

中
世
文
化
の
基
調

　
暗
黒
時
代
と
よ
ば
れ
た
中
世
の
文
化
に
於
い
て
墓

調
と
い
5
べ
き
竜
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
、
、
私
の
よ
き

先
達
で
あ
る
林
歴
辰
三
郎
氏
は
、
こ
の
実
題
に
関
聯

す
る
過
去
十
余
年
の
業
績
を
集
成
し
「
中
世
文
化
の

董
調
」
を
世
に
間
わ
れ
た
。
落
し
い
民
族
類
化
の
形

成
が
要
請
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
過
去
、
の
文
化
遺
産
の

中
に
齎
艮
族
文
化
創
造
の
礎
石
を
求
め
る
事
は
、
我

々
歴
史
家
の
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
問
題
で
あ
る
。
氏

の
考
究
の
主
対
象
た
る
芸
能
・
文
化
は
、
ま
さ
し
く

今
臼
に
生
き
続
け
て
叢
る
伝
統
芸
術
で
あ
り
、
そ
の

生
成
過
程
を
理
解
し
、
継
承
の
方
法
を
掌
ぶ
こ
と

ほ
、
我
々
の
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
夙
に
伝
統
芸
術

に
深
い
関
心
と
教
養
を
持
た
れ
、
そ
の
正
し
き
馨
展

に
精
力
的
な
努
力
を
続
け
て
居
ら
れ
る
薯
考
が
、
該

問
題
に
間
す
る
労
作
を
上
梓
さ
れ
た
事
は
慶
祝
の
極

と
雷
5
べ
き
で
あ
る
．
、
浅
掌
の
筆
者
が
、
以
下
敢
て

紹
介
の
筆
を
執
る
の
も
、
さ
さ
や
か
な
燧
祝
の
意
を

轡

表
自
ぜ
ん
と
す
る
為
に
外
な
ら
な
い
。

　
本
憲
は
「
序
説
に
か
え
て
」
　
「
工
中
畳
文
化
の
形

成
」
　
「
五
郷
昆
の
組
織
と
文
化
」
　
「
簸
町
衆
の
生
活

と
芸
術
」
　
「
W
近
世
文
化
の
黎
明
」
に
分
れ
、
全
体

で
二
十
一
篇
の
論
稿
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
　
「
工
．

中
世
文
化
の
彩
雲
」
　
（
「
申
世
文
佑
の
成
立
」
外
二

篇
）
で
は
最
初
の
一
篇
に
氏
の
体
系
が
窺
わ
れ
る
。

申
直
交
化
と
は
古
代
末
期
か
ら
中
世
全
体
に
か
け

て
、
奴
隷
制
の
束
縛
を
破
り
封
建
的
小
農
民
に
成
長

し
つ
つ
あ
る
民
衆
の
中
に
成
立
し
た
文
化
で
あ
る
。

中
批
文
化
の
こ
の
縛
質
は
絵
巻
物
か
ら
お
伽
草
子
へ

の
発
展
の
申
に
例
証
さ
れ
得
る
。
保
元
、
平
治
一
承

久
の
中
世
の
最
勧
の
変
革
期
に
著
し
く
あ
ら
わ
れ
る

絵
巻
物
は
、
愚
闇
の
中
に
文
学
的
な
講
説
の
変
化
を

表
現
す
る
革
新
的
芸
術
で
あ
る
。
こ
の
革
薪
性
は
、

多
人
数
の
繍
…
同
、
非
専
間
家
の
参
謀
に
よ
っ
て
癒
さ

れ
た
が
、
更
に
隷
属
民
た
る
絵
解
、
爾
都
絵
所
の
座

衆
に
媒
介
さ
れ
、
薪
興
の
京
都
附
衆
に
支
え
ら
れ
て

お
伽
豊
丁
子
と
な
っ
た
。
か
く
て
社
会
の
変
草
の
中
に

第
二
の
中
世
交
化
が
成
立
し
た
。

　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
カ
　
　
わ

　
さ
て
こ
の
簗
二
の
中
世
等
化
を
語
る
「
夏
郷
民
の

組
織
と
交
化
」
（
「
近
江
須
賀
神
祉
と
そ
の
村
落
」
外

五
篇
）
「
巫
町
衆
の
生
活
と
芸
術
」
（
「
町
衆
の
成
立
」

外
五
篇
）
こ
そ
全
篇
の
中
枢
部
で
あ
る
．
．
南
北
朝
内

乱
以
後
の
封
建
的
自
営
農
畏
の
成
長
と
共
に
、
彼

等
の
自
治
的
共
同
体
と
し
て
生
れ
た
郷
村
欄
に
つ
い

て
、
氏
は
近
江
の
菅
浦
、
大
和
の
法
隆
運
東
西
両
州

に
於
け
る
郷
昆
組
織
を
分
析
さ
れ
る
。
保
良
社
・
騒

吉
社
・
龍
田
社
等
を
中
心
と
す
る
住
民
の
一
昧
同
心

に
よ
る
自
治
が
、
或
は
南
北
朝
内
乱
等
の
戦
乱
の
中

に
、
或
は
堺
外
記
・
漁
業
権
・
灌
惣
髪
の
日
常
村
落

生
活
の
鴬
み
の
中
に
、
或
は
黒
蟻
団
簗
の
場
で
あ
る

能
・
猿
楽
の
上
演
の
中
に
呉
論
難
に
追
求
さ
れ
て
層

る
。
特
に
氏
は
鱒
浦
の
場
ム
環
，
蘂
裡
…
供
御
人
と
し
て

の
住
畏
の
結
合
が
、
南
北
朝
内
乱
に
際
し
て
薪
自
治

機
構
に
克
服
さ
れ
た
事
を
述
べ
て
屠
ら
れ
る
．
、
か
か

る
村
落
自
治
は
上
述
の
農
艮
の
成
長
を
荊
提
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
か
か
る
自
治
的
な
村
落
生
活
の

中
か
ら
艮
族
鷺
識
…
の
原
初
的
形
態
た
る
郷
土
愛
も
生

れ
た
の
で
あ
る
。

　
斯
く
て
郷
村
欄
の
成
立
に
よ
り
、
襲
村
の
変
革
が

進
行
す
る
一
方
、
古
代
の
ミ
ヤ
コ
平
安
京
は
、
貨
幣

経
済
の
発
展
に
伴
い
、
農
村
に
塊
盤
を
黙
く
商
業
都

市
マ
チ
へ
と
変
っ
て
行
く
。
古
代
岡
霰
や
鎌
倉
幕
府

の
権
力
に
よ
っ
て
、
防
犯
機
関
に
潔
め
ら
れ
て
は
屠

た
が
、
南
北
朝
内
乱
…
応
仁
文
明
の
乱
に
一
・
磨
る
焦
土

九
四
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欝

誕

化
の
後
に
、
馨
し
い
生
活
組
織
体
と
し
て
の
自
治
的

団
結
を
持
つ
た
マ
チ
は
生
れ
る
、
．
古
代
的
な
ミ
ヤ
コ

は
戦
火
の
彼
方
に
漸
細
き
、
町
衆
を
あ
る
じ
と
す
る
中

世
的
な
マ
チ
い
、
陣
不
死
鳥
の
如
く
生
誕
す
る
。

　
所
で
町
衆
は
商
工
業
者
を
主
徴
と
し
乍
ら
、
土
倉

を
中
核
と
し
、
没
落
公
家
衆
を
も
準
え
た
為
、
経
済

的
に
土
倉
、
文
化
的
に
公
家
の
影
響
を
免
れ
ぬ
と
言

う
眼
界
を
も
つ
。
同
じ
く
反
封
建
闘
争
た
る
一
向
一

揆
（
農
民
）
と
法
華
ム
揆
（
町
衆
）
の
悲
し
き
抗
争
が
生

れ
、
こ
の
天
文
法
華
一
揆
こ
そ
、
農
婦
の
山
城
国
一
揆

と
同
様
に
、
町
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
後
の
昂
揚
と

な
る
．
、
町
衆
の
自
治
体
は
土
倉
的
な
上
露
町
衆
に
よ

り
、
支
配
者
に
売
渡
さ
れ
、
防
犯
連
坐
の
貝
と
化
す
。

　
我
国
の
伝
続
耶
心
術
と
し
て
客
観
に
伝
わ
る
茶
・
能
・

狂
雷
は
、
か
か
る
艶
話
、
町
衆
に
麦
え
ら
れ
て
い
た
。

爾
北
，
繭
層
内
乱
の
結
果
、
階
級
的
対
「
立
が
類
型
を
と
っ

て
現
わ
れ
、
茶
∴
狼
楽
等
に
も
工
類
型
の
対
立
が
生

れ
た
。
茶
の
場
含
、
貴
族
酌
な
「
茶
数
寄
」
と
、
農

民
の
一
味
問
心
の
場
と
し
て
の
「
茶
寄
合
」
の
対
立

で
あ
る
．
、
こ
の
二
側
面
は
、
珠
光
一
紹
鵬
i
利
久
を

嗣
趨
じ
て
止
揚
さ
れ
、
　
「
茶
寄
合
」
の
理
念
が
強
く
貫

か
れ
た
．
、
猿
楽
か
ら
分
化
し
た
能
・
狂
書
に
も
岡
様

の
経
緯
が
見
ら
れ
る
．
、
宗
教
行
事
も
町
衆
に
よ
っ
て

娯
楽
的
な
踊
、
祭
と
し
て
町
衆
の
隅
礎
に
供
さ
れ
た
。

然
し
前
述
の
支
配
者
信
長
。
秀
吉
の
出
現
は
、
か
か

る
艮
衆
文
化
を
騨
圧
し
、
一
三
同
心
的
な
茶
道
に
も

弓
形
を
強
制
し
た
。

　
右
の
叙
述
に
よ
っ
て
銑
に
階
さ
を
感
じ
さ
せ
る
近

世
文
化
に
つ
い
て
氏
は
「
W
近
世
文
化
の
黎
明
」

（「

o
雲
阿
国
」
外
四
篇
）
で
考
究
さ
れ
る
。
　
新
し

い
激
越
支
配
を
表
現
す
る
の
は
、
領
国
支
配
の
象
徴

た
る
城
郭
で
あ
る
。
城
の
中
’
6
た
る
天
守
、
内
灘
装

飾
た
る
襖
絵
は
、
領
艮
へ
の
威
圧
を
加
…
え
る
儒
教
的

世
界
鶴
に
覆
わ
れ
、
襖
絵
を
彩
る
黄
金
に
、
　
專
制

麦
思
者
と
彼
に
身
売
し
た
上
層
町
衆
（
高
利
貸
的
富

商
）
の
妥
協
が
看
取
さ
れ
る
。
町
衆
の
育
て
た
芸
能

も
、
家
学
（
芸
）
と
専
制
権
力
の
抱
合
に
芸
術
の
発

展
を
阻
害
す
る
家
元
制
度
と
な
り
果
て
た
。
然
し
抑

圧
の
下
に
も
町
人
は
、
そ
の
蜜
に
提
っ
て
僅
か
に
抵

抗
す
る
．
、
上
層
町
衆
は
、
幕
府
に
結
ぶ
一
方
、
寓
廷

と
結
び
、
蔵
本
的
伝
統
に
基
き
儒
漉
酌
な
封
建
麦
配

の
理
念
に
抵
航
し
、
寛
永
の
宗
達
を
生
み
、
歌
舞
伎
。

浮
世
絵
等
の
元
禄
文
化
へ
の
傾
斜
を
啓
す
。

　
巻
頭
の
「
民
族
意
識
の
廟
心
的
形
態
」
は
全
篤
の

序
説
で
あ
り
結
論
で
も
あ
る
。
中
世
文
化
に
つ
い
て

藩
実
な
歴
輿
家
と
し
て
の
卓
越
し
た
手
腕
を
示
さ
れ

九
二

た
氏
は
、
前
記
の
庚
料
を
駆
使
し
現
爽
の
実
践
的
課

題
に
肉
薄
さ
れ
る
、
、
予
審
の
重
要
な
一
颪
は
言
語
・

地
域
。
経
済
生
活
・
交
化
等
の
共
通
盤
に
あ
る
。
か

か
る
共
通
性
を
生
む
基
盤
は
郷
村
に
あ
り
、
郷
村
糊

成
立
期
に
於
い
て
初
め
て
属
衆
は
、
昆
族
意
蝋
識
の
髄

芽
的
形
態
た
る
郷
土
愛
を
抱
く
．
．
申
抵
の
昆
衆
は
郷

村
制
に
よ
っ
て
結
集
し
、
古
代
的
束
縛
を
破
り
、
封

建
権
力
と
戦
い
勝
れ
た
女
化
を
創
成
し
た
。
純
粋
封

建
…
制
の
成
立
は
、
彼
等
の
自
治
組
織
を
防
犯
連
坐
の

組
織
に
脱
胎
し
た
が
、
此
の
昆
族
慧
識
の
芽
は
脈
々

と
伝
え
ら
れ
、
近
代
に
入
っ
て
民
族
意
識
の
成
長
期

を
迎
え
る
潜
勢
力
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
屠
る
。

　
こ
の
様
に
民
は
民
衆
を
信
じ
歴
輿
の
進
歩
を
信

じ
、
現
代
の
歴
史
家
と
し
て
の
正
し
い
生
き
方
を
示

さ
れ
る
。
ま
た
灰
は
従
来
の
業
績
を
広
く
且
潔
く
咀

鴨
し
乍
ら
、
随
所
に
新
知
見
を
闘
…
陳
さ
れ
る
勝
れ
た

批
評
約
態
度
に
終
始
し
て
屠
ら
れ
る
。
國
丈
学
そ
の

他
関
係
諸
学
へ
の
批
判
は
、
そ
れ
ら
の
学
問
へ
の
よ

き
問
題
提
起
た
り
得
た
で
あ
ろ
う
．
、
「
町
衆
の
成
立
」

に
於
け
る
勝
れ
た
理
論
家
で
あ
る
氏
は
、
干
た
「
運

慶
」
に
於
け
る
藩
実
な
考
証
家
で
も
あ
る
。
紙
数
の

都
合
上
紹
介
で
き
な
か
っ
た
珠
玉
の
小
融
に
も
氏
の

洞
察
と
叡
智
は
窺
わ
れ
る
．
、
こ
の
頑
な
態
度
に
よ
つ
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て
、
階
黒
と
片
付
け
ら
れ
た
中
世
交
化
に
、
積
極
的

な
佑
構
付
け
を
行
わ
れ
、
研
究
上
の
棒
編
を
打
開
さ

れ
た
点
に
本
書
の
高
い
価
鰹
が
認
め
ら
れ
る
。
　
只

若
干
の
点
に
つ
き
疑
聞
を
述
べ
、
御
教
瀧
を
仰
ぎ
た

い
。

　
氏
の
努
力
に
よ
り
、
中
世
一
階
黒
時
代
と
す
る
伝

説
は
覆
さ
れ
、
、
反
っ
て
中
世
文
化
に
輝
か
し
い
光
明

が
認
め
ら
れ
た
。
に
掬
ら
ず
私
は
、
依
然
と
し
て
、

中
世
女
子
に
購
黒
面
が
強
く
は
な
か
っ
た
か
と
謂
う

疑
問
を
氷
解
す
る
二
と
が
で
き
な
い
。
　
氏
は
郷
罠

（
町
衆
）
と
そ
の
文
化
の
限
界
を
指
摘
さ
れ
乍
ら
、

そ
の
文
化
に
対
す
る
積
極
的
評
価
に
比
し
て
縷
疑
の

声
は
甚
だ
弱
い
様
に
思
わ
れ
る
。
私
の
疑
問
を
解
決

し
て
頂
く
為
に
次
の
諸
点
を
提
唱
し
た
い
と
思
う
。

　
第
一
に
郷
村
（
町
組
）
捌
の
構
威
に
つ
い
て
、
　
一

屑
臭
体
酌
な
分
析
を
お
願
い
す
る
。
氏
は
郷
村
（
町

織
）
内
部
の
諸
階
層
に
つ
い
て
の
考
察
を
も
行
っ
て

屠
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
組
織
・
機
能
等
い
わ
ば
演
翻
的

研
究
．
の
観
が
少
く
な
い
。
各
階
層
の
黍
質
、
蓄
蔵
の

闘
係
に
つ
い
て
の
一
麟
つ
き
つ
め
た
研
究
が
行
わ
れ

ぬ
限
り
、
郷
村
（
町
組
）
湖
の
発
展
性
と
停
滞
性
を

　
実
感
的
に
知
る
こ
と
が
難
か
し
く
、
氏
の
随
所
に

硬
熔
さ
れ
る
「
民
衆
」
　
「
庶
民
」
が
具
体
的
に
何
を

醤

評

意
味
す
る
か
馬
体
し
難
い
G
例
え
ば
氏
は
公
家
衆
が

町
衆
に
吸
収
さ
れ
、
文
化
約
に
町
衆
に
影
響
を
及
し

た
と
さ
れ
る
驚
顕
○
。
然
し
ど
の
様
な
形
で
公
家
が
吸

収
さ
れ
た
か
は
明
か
に
さ
れ
ず
、
～
叉
文
化
的
に
影
響

を
及
し
た
と
言
わ
れ
乍
ら
、
そ
の
異
体
的
内
容
に
つ

い
て
は
、
お
伽
草
子
の
貴
族
性
に
若
干
触
れ
て
居
ら

れ
る
程
度
で
あ
る
。
叉
よ
し
文
化
的
に
影
響
が
あ
っ

た
に
せ
よ
、
町
衆
の
行
動
に
果
し
て
ど
れ
程
に
制
約

を
与
え
た
で
あ
ろ
5
か
。
経
済
的
に
町
衆
を
制
約
し

た
土
倉
と
対
比
す
べ
く
も
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
む
　
　
り
　
　
も
　
　
も

・
り
。
こ
の
点
を
明
確
に
せ
ぬ
限
り
、
　
「
公
家
衆
自
身

お
　
　
カ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
つ
　
　
で
　
　
エ
　
　
も

は
町
衆
た
り
得
な
い
が
」
と
言
5
氏
の
深
い
配
懸
も

不
注
意
に
読
み
過
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
。
こ
の
点
町

衆
と
町
入
を
区
別
さ
れ
た
村
山
修
一
氏
の
説
に
曲
解

的
な
も
の
が
あ
る
。
灘
鳶
蜷
。

　
第
二
に
こ
の
様
な
基
盤
の
上
に
成
立
し
た
士
爵

（
町
衆
）
文
化
に
つ
い
て
、
氏
の
評
価
は
全
然
肯
定

的
、
希
墾
的
で
あ
る
。
に
拘
ら
ず
近
世
に
於
い
て
家

元
欄
度
の
様
な
停
滞
来
様
網
を
来
し
た
原
因
は
、
果

し
て
氏
の
所
謂
専
制
支
配
者
の
政
策
の
み
に
帰
し
得

る
で
あ
ろ
5
か
。
前
記
の
郷
村
（
町
組
）
制
の
弱

さ
は
当
然
そ
の
文
化
の
上
に
も
反
映
し
た
筈
で
お
っ

て
、
此
等
の
文
化
の
荷
亡
者
に
つ
い
て
の
よ
り
具
体

酌
な
分
析
を
行
う
一
方
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
文
化

自
体
の
内
在
的
な
弱
さ
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

時
代
は
ず
れ
る
が
、
絵
巻
物
よ
り
お
伽
草
子
へ
の
発

展
に
つ
い
て
は
氏
の
説
に
承
服
す
る
と
し
て
、
絵
巻

物
國
体
は
鎌
倉
末
期
に
至
っ
て
、
固
有
の
流
動
性
を

喪
失
し
た
理
由
に
も
、
何
か
絵
巻
物
自
体
の
民
衆
芸

術
と
し
て
の
不
十
分
さ
が
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
．
、
惣

じ
て
文
化
の
形
成
を
単
に
社
会
機
構
の
変
革
の
み
か

ら
説
明
す
る
場
合
、
無
理
が
伴
う
の
で
あ
っ
て
、
例

え
ば
室
町
の
能
、
狂
書
一
般
を
鎌
倉
の
猿
楽
一
般
と

対
比
し
、
そ
の
変
化
を
南
北
朝
内
翫
に
よ
っ
て
説
明

す
る
方
法
に
一
応
の
正
し
さ
を
認
め
る
に
せ
よ
、
同

時
に
能
・
狂
言
の
形
成
過
程
が
詞
章
そ
の
他
の
具
体

的
分
析
に
よ
っ
て
、
よ
り
蒼
笑
に
跡
付
け
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。

『
第
三
に
中
世
文
化
に
つ
い
て
の
氏
の
希
望
的
箆
解

は
、
氏
の
対
象
が
主
に
畿
内
先
進
塩
帯
の
世
俗
的
女

化
で
あ
っ
た
纂
と
無
関
係
で
な
い
様
に
思
う
。
惣
領

欄
支
配
の
強
い
辺
境
に
も
、
叉
仏
教
等
の
分
野
に
於

い
て
も
、
氏
の
仮
説
の
成
否
が
縫
証
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
。
要
す
る
に
中
世
を
支
配
勢
力
の
弱
体
が
齎
し

た
「
明
る
い
谷
間
」
五
二
と
す
れ
ば
、
逆
に
二
重
支

配
下
の
「
晴
い
谷
間
」
と
書
弓
評
価
も
生
れ
よ
う
。

九
麓
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欝

課

従
っ
て
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
の
驚
嘆
的
な
爽
誕
が

屈
ま
れ
る
．

　
繁
四
に
氏
の
研
究
に
依
っ
て
中
黒
が
希
塾
の
時
代

と
な
っ
た
反
面
、
暗
黒
は
近
世
に
移
さ
れ
た
観
が
無

く
も
な
い
．
、
信
長
、
　
玲
董
の
政
策
に
一
応
の
進
歩
性

を
認
め
る
私
は
、
こ
の
点
二
郎
を
抱
か
ざ
る
を
得
な

い
．
．
氏
は
勿
論
町
入
の
申
に
微
光
を
見
出
［
し
て
屡
ら

れ
る
が
、
申
世
町
衆
と
近
世
町
人
の
夫
々
の
社
会
に

於
け
る
存
在
形
態
の
差
違
が
追
求
さ
れ
る
一
方
、
近

世
が
生
ん
だ
す
ぐ
れ
た
民
衆
文
化
の
発
掘
を
怠
っ
て

は
な
ら
な
い
．
、
氏
が
引
用
さ
れ
た
「
す
た
る
警
世
闘

に
て
は
却
て
茶
湯
繁
昌
と
思
ふ
べ
き
也
」
か
贈
と
言

う
利
休
の
語
は
一
応
正
し
い
に
せ
よ
、
　
「
茶
湯
繁
昌

と
思
ふ
」
の
は
伺
故
か
に
つ
い
て
も
考
う
べ
き
点
が

少
く
な
い
。

　
然
し
こ
の
提
雷
は
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
な

い
。
玄
た
W
卑
に
薯
者
へ
の
願
望
で
は
な
く
、
全
軍
亦
一

家
へ
の
提
唱
で
あ
る
。
唯
私
は
中
世
女
化
を
多
面
の

プ
綴
テ
ウ
ス
で
あ
っ
た
と
す
る
相
対
主
義
を
採
る
意

図
は
な
い
。
以
上
の
基
礎
研
究
を
踏
ま
え
て
中
世
文

化
の
基
調
を
－
一
i
そ
れ
が
林
屋
疑
と
同
じ
結
論
を
生

む
に
せ
よ
一
再
発
見
し
た
い
と
考
え
る
の
で
あ

る
．
、
そ
こ
に
氏
の
労
作
を
、
中
世
隠
黒
時
代
説
へ
の

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
に
終
ら
し
め
瞼
為
の
後
学
の
轡
ハ
務
が

あ
ろ
う
．
、

　
次
に
細
か
な
点
で
あ
る
が
、
疑
は
平
安
時
代
に
於

け
る
仮
名
文
牢
の
発
展
が
、
民
衆
の
轡
蕪
の
共
通
性

を
導
き
、
罠
．
族
意
識
の
繭
芽
す
る
地
盤
を
培
っ
た
と

し
、
草
仮
名
の
膏
臨
辮
を
当
時
隷
属
的
境
遇
に
あ
っ

た
女
牲
に
求
め
ら
れ
た
．
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
歴
輿

掌
研
究
会
一
九
五
一
年
慶
大
会
に
於
い
て
、
氏
は
藤

闘
生
大
、
松
本
藤
八
郎
両
氏
と
討
議
を
交
わ
さ
れ
て

浸
る
が
、
草
仮
名
［
の
育
成
者
を
女
性
と
す
る
事
に
異

論
は
な
い
．
、
’
但
私
は
こ
の
事
築
と
、
草
仮
名
が
民
衆

を
連
契
す
る
地
盤
を
作
っ
た
と
言
う
事
の
蔵
搬
の
結

び
付
け
ば
拒
否
し
た
い
、
、
育
評
者
は
主
に
密
廷
女
官

で
あ
り
、
彼
女
達
の
隷
属
性
も
そ
の
限
り
に
於
け
る

隷
属
性
で
あ
り
、
彼
女
達
は
ど
・
り
し
て
容
易
に
民
衆

と
結
び
得
た
で
あ
ろ
5
か
。
更
に
仮
名
を
高
く
評
賛

す
る
事
冒
体
に
つ
い
て
も
、
雷
藷
の
共
通
性
を
導
く

契
機
は
、
識
語
の
本
質
よ
り
見
て
、
当
然
文
字
よ
り

も
炎
声
言
藷
に
重
点
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
最
後
に
氏
は
川
島
元
次
郎
氏
等
の
定
説
に
従
い
、

文
禄
元
年
秀
畜
御
朱
印
蟻
聚
遣
説
を
採
ら
れ
、
角
倉

了
察
の
海
外
雄
飛
を
更
に
以
前
に
遡
及
さ
れ
た
髭
。

此
は
氏
に
直
接
開
係
す
る
問
題
で
な
い
か
も
知
れ
ぬ

九
騰

が
、
岩
生
威
一
氏
は
文
禄
元
年
説
を
証
拠
付
け
る
文

霧
が
よ
り
後
年
の
も
の
と
し
て
文
禄
元
年
説
を
否
定

さ
れ
、
そ
の
理
由
の
一
に
、
糸
割
符
商
人
茶
屋
が
撫

つ
イ
、
屠
る
事
を
挙
げ
ら
れ
た
。
（
灘
響
善
誘
笹

私
も
岩
生
説
に
同
意
す
る
が
、
更
に
欝
欝
元
年
説
の

証
拠
た
る
「
長
崎
志
」
に
「
角
倉
一
艘
」
と
あ
る
角

倉
は
、
同
様
の
集
笑
を
詑
し
た
「
．
長
黙
殺
芥
集
」
に

は
「
角
倉
与
市
」
と
あ
る
築
を
指
摘
し
た
い
、
、
与
市

（
一
）
が
父
了
以
に
代
っ
て
朱
印
船
貿
易
を
営
む
の

は
ハ
優
長
十
六
年
以
後
で
あ
っ
て
、
撲
浄
写
到
底
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
ノ
藝
虚

禄
元
年
説
は
成
立
し
難
い
と
貰
う
。

　
以
上
平
棄
の
御
厚
誼
に
事
え
て
雄
心
胃
を
連
ね
た

が
、
未
熟
な
紹
介
が
氏
の
高
説
を
譲
い
る
も
0
が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
御
叱
正
を
お
願
い
す
る
。
尚
畏
友
藤

本
康
彦
慰
等
の
手
に
威
る
索
引
が
、
本
憲
の
利
用
を

濡
々
便
な
ら
し
め
て
い
る
纂
を
付
記
す
る
。
　
（
東
京

大
栄
出
版
会
意
、
三
九
〇
頁
、
五
八
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
上
横
手
雅
敬
1

村
山
修
一
著

日
本
都
市
生
活
の
源
流

本
撫
欝
は
中
…
笹
都
市
と
し
て
の
京
劇
に
つ
い
て
、
都
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